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は,DDRの連続鋳造設備 StranggleL3anlage第 1引 ま
1957年の Freitalに見られ,BRDのこの第 1号は1964
年だったとしている｡ところが187真ては,BRI)の/


















































































































t,Aachen765万 t, Saarと Pfalzl168万
t, Oberschlesien2106万 tNiederschlesien
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に隣接 した土 地 で Siemens-Martin平
炉 によって層鉄 Schrottを原料 として行われていたの
である (表 2参照)｡つまり,Berlin,Mag-de
burg,Sachsenの鉄鋼加工業がそれぞれ,秩鋼工場 Hennigsdorf,Brandenburg,
Riesaに層鉄 を供給 していた ことにな る｡ た だ し,









図 1-1 1944年 ドイツの鉄鉱圧延工場所在地
▲は高炉 ■は製鉄所 ●は圧延丁場 白抜き数はその個数を表す
(出所
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?
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Stahlz′Jd〟strie,S.27.による｡ 猶,粗鋼300万 tは圧延鋼210万 tの消費価値 相当する｡
14) 粗 鋼 生 産 量 約 120万 tの 数 値 は,K Eckart,Dt,EtSeT卜u′Jd Stahltnd〟.tJrte..IS.27;Stahlt
reuhander-verelnigung (Hrsg.),DLeNE,〟07-d'lLHlgdt･rEtSt･′t
lLndStahlz71d〟strletm GebletderB〟ndetJrt
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表2 ドイツ鉄鋼業生産量の地域区分 (1937年)
銑 鉄 粗 鋼
全 ドイツ生産量 16.00(百万 t) 100.0% 20.00(百万 t) 10
0.0%後のBRD地域 13.09 81.8 15
.23 76.1ザール地域 2.42 15
.1 2.58 12.9オーパーシェレ-ジュン 0
.26 1.6 0.54 2.7後のDDR地域 0 3 5
1.5 1.6503 8.318(D Fr
ieder.FlickBrandenburg工場
Hennigsdorf工場 - 18 0 9Un
terwe1enborn工場 0.23 0.26 1.3(∋ 鋳
鋼:1二場 Freita1 - 0.190 0.95@ M
iteldeutscheStahlwe
rke -Gr6ditz二Ⅰ二場Riesal場 0.32 1.6④ Rheinmea1-Borsig,Ber
lin 0.067































らの中部 ドイツへの工場疎開によって中部 ドイツ 工業生産能力は増大して
































ニア,ハンガリー,オース トリアに対 しても同様)｡ ソ連占領地区に対する法
的措置はNSI)APの財産の接収ならびに一時的仮差し押さえについての1945年10月30日,31
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表3 中部 ドイツ鉄鋼工場の生産プログラム (1938年)
二1-_場所在地 圧 延 ｣二 場 プ ロ グ ラ ム 加 二.二 経 盲 ー右
｢Brandenburg 厚鉄板 Gr｡bblech(厚さ6cm以上
),(Berlin西40km) 中鉄板 Mitelblech(厚さ
3-6cm)Freital(Dres- 半製品 Halbzeug,棒鋼 Stabstahl 伸 銅 品二1:場 .貨 車 製 造 二】二場 Zi
ehereiundden近郊)
Wagg()nbauHennigsdorf(Potsdam県,Berli 近郊) 厚鉄板,中鉄板,薄鉄板 Feinblech(3cm以下) 鋳鋼工場
StahlgieLSereiGr6ditz 鉄道車軸 Ro1endesEisenbahnzeug, 加工所 を備 えた鋳鋼二一-_場
StahlgieLSereimit(Dresden県, 機械製作 .船舶建造用の鍛造品 Schmiedes- Be
arbeitungswerkst畠tteポーランド国 ttickeftlrMaschinen-undSchiffbau ねずみ鋳鉄 .可鍛鋳鉄｣二場 Grau-u
ndTem-境) pergieLSerei
取 り付け金具製造工場 Fitingsfabrik
アーチ型鋼管製造｣二場 RohrbogenfabrikRiesa 半製品 Halbzeug,棒鉄 St
abstahl, 熱 .冷聞伸銅品製造二一二場 Warm-und(I)resden北 鋳型広
枠鋳鋼 Breitflaschstahl, Kaltzieherei西40km) F帯鋼 Bandstahl,鋼管 Stahlr()re 鋼管製造工場 Rohrba
u器具製作工場 Appara
tebau倉庫製造1場 Beh畠lterbauPirna 半製品,捧鉄Thale 厚鉄板 並 板,薄鉄板 板金 品 Blechwaren,ねずみ鋳鉄製造二1二場
Unter- 半製品,鉄道路盤 Eisen
bahn-()berbaustoffe,welenborn 形鋼 F()rmstahl(嚢料) Gartner,DIPヒisen caffendelndustrlelnderSowJetZ()ne.lnILblfujl/LJftdl･;I.mt,Dusseldorf,
Jg72(1リ52)S.1
498f1950年にはDDR工業生産の22.6
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表 5 民営化による州別企業数,契約職場数 (人),契約投資額 (1993年 5月 1日現在)
民営化済み 民営化予定 契約職場数 民営化 1企 契約投資額 民
営化 1企業の企業総数 の企業総数 (人)総数 業当り契約 総額17
74億 当り契約投資121361' 8421' 14506893' 職場数(
人) DMtJ 顔(億DM)B
erlin 837 64 243380Brandenburg 1995 77 84201
Mecklenburg 1565 49
125905Sachsen 3481 299 81
706Sachsen-Anhalt 1906
? ? ? ? ? ? ? ? ?












区分に該当しない企業79を含む｡2) 州 5,合資会社51を含むこノ3 企業には重要で 農地と
不動産の売却による契約職場数 (人)であ り,川区分には該当しないもの7702が含まれる,,GPA(小売 り業,ホテル,レ
ストラン等)の民営化による50000を上回る契約職場数 (人)はここには含まれていない｡J4) 発電所近代化のための投資300億DMを含む rノさらに,企業に


















し,具体的には,既製服,皮革 ･靴 ･毛皮製品,ガラス ･陶

















解体 としては,鉄鋼圧延工場 Hen-nigsdorf,中 部 ド イ ツ の 圧 延 工 場 Ries
a,Grdditz,Brandenburg
,Lauchhammer,Pirna,ザ クセ ンの
粗鋼工場 D6hlen などがあげられる31)｡ しか し,1947年になるとソ連占領権力の
戟略に明白な変化が見えてきた｡冷戟の開始に
目を据え,ソ連占領区の鉄鋼業の急速な復興 と拡充が計 られたのである｡ 表
6は1936年か ら1988年までのDDRとBRDの
鉄鋼生産量の発展を見たものである｡Th
tiringen の Max製錬所 は当初, アメ リカ占領区に所属 し工場解体を免れたので,早 く3()) St`)hludEI'se7t,1954,S
1321二l二場解体による被害総額は1954年評価額で12億8000万
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表6 DDRとBRDの両地区の鉄鋼生産の発展 (1936-1988年) (単位百万 t)
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図3 1951年 DDRの銑鉄生産地点
(出所) K arl E kart. D ipEISen-l捕d Stahlm d uslrle ‖1den betden
deu ts,hen-Staalel,1988,S.141で操業を開始 し,
Frankfurta･d･()der近郊に設




























万 t (DDRは1530万 t)であり,1970代以来,
製鉄工場は2カ所に集中している｡ すなわち,
形鋼生産の Katowice製錬工場 と平鋼生産の






















































lzLtj〟rW z7-f3` hujtsj'′Trhu7g,1982,S.1321))｡199O年 に,

















● 製鉄所 座間生産量20(Ujt以 卜)
● 製鉄所 仲間生産量100-20'りjt)
● 製鉄所 (年間生産alOOJjt以 卜)
Fe 鉄鉱石
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表7 工 業 部 門 別投 資 額 (1985年基準,単位百万M,下段%)
年 度 総 計 燃 料 化 学 金 属 建設嚢 水 利 i機械.自 電子.電i: 精',モミ軽工業 織物二l二業 食料品｣二 業 ｣二業 鉄鋼業 材工業 経 済 製造工業 礼.日
精機械十業 (除織物) ｣二 業1955 4600 1910 637 256 159 345 424 86 279 199 305100% 41.5 13
.8 5.6 3.5 7.5 9.2 1.9 6.1 4.3 6.61960 10201 4163 1790 535 498 686 1014 354 533 328 300100 % 40.8 17.5 5.2 4.9 6.7 9.9 3.5 5.2 3.2
2.91965 1433300% 4875 3067 1002 464 938 1860 586 588 351 60234.0 21.4 7.0 3.
2 6.5 13.0 4.1 4.1 2.4 4.221346 4459 4503
878 1201 1152 3505 2016 1564 720 13481970 100% 20.9 21.1 4.1 5.6 5.4 16.4 9.4 7.3 3.4 6.3
30328 7479 4931 2610 1036 1854 4528 1684 2391 946
28541977 100% 24.7 16.3 8.6 3.4 6.1 14.9
. 5.6i 7.9 3.1 9.41980 34332 8389 6084 3540 1285 1934 5738 2348】 1983】 841 2190100% 24.4
17.7 10.3 3.7 5.6 16.7 6.8 5.8 2.4 6.41983 36010100% 819122.7 673515.9 5400 697 1721 5789 2814 2707 717 223915. 1.9 4.8 16.1 7.8 .5 2.0
6.21984 33334 8049 6342 2020 733 1892
5804 2674 2745 1032 2043100% 24.1 19.0l 6.1 2.2 5.7 17. 8.0 8.2
3.1 6.11989 44511 10337 5835 1857 918 2353 10464 6152 3115 1270 2210loo‰
23.2 13.1 4.2 2.1 5.3 23.5 13.8 7.0 2.9 5.0(資料) ▲5ltullJtz∫(.htJ_'JLtju-b〟`･h1.().')()dt,rDDR,S.116
から金属鉄鋼業に視点をおいて作成っ表 8 1972年と1987年における,二
l二業各部門の経営体数の変動 1972年01987年 (%)エネルギー .燃半口二業 化 学 :卜 業 金 属 鉄 鋼 業 キ建 設 資 材 T-莱46(0.4%)式〉49(1.4%) 783(6.9)く>248(7.2) 39(0.37巨)42(1.2) 470(4.
4)く>136(4.0)+
3 (6.52%) -490(66.4%) 十 3 (7.6%) -334(71.1%)水 利 経 済 機械.自動車製造二一二業 竃十 電気.精密機楓工業 i軽二1:莱 (除織物工業)16(0.15
)O16(34.0) 2630(24.7)01163(34.0) 733(6.9)[令306(34.0) 3523(6.9%)C>743(21.7)±0 (0%) -16 (55.8%)L -427(58.25%) -2780(78.9%)織
物 工 業 食 料 品 工 業 総 計1244(ll.7)｢
つ168(4.9)-1076(86.5%) 1202(ll.3)〔〇558(16.3)-644(53. %) 10641(100)弓>3429(10







-3505 (+88.4%),電子 ･電気 ･精密機械586 2016 244%)であるのに
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表9 DDRの貿易収支 (ドル換算 単位百万 ドル) (BRD,日本参照付加)
輸出 (75年)輸入 輸出 (80年)輸入 輸出 (85年)輸入 輸出 (87年)輸入 輸出 (88
年)輸入DDR 10088 11290 17312 19082 25268 23433 298
70 28786 F-1203 -1770
+1685 +1084BRD王 1 90176t 74936+15240 1192930 188001 ･84009日 8549 294045 228202 322524 248880+4929 I +25460 ー 十65843 ㌔ +7364 l
(資料) 国連統計年鑑83,84年,国連統
計月報89年7月号よ政機関的性格,国家計画























70万 ドル,BRDからの輸出23億4203万 ドル)51)｡49) ComeCo〝 D`lta 198
8,Wlenerlnstltutfurlnterna-tlOnale
WirtschaftsverglelChe,p.376･50) StattSt15ChesJjubLCh ')88derDDR,S･242,2591交
換 レー ト:1USドル-2.26VIM (1980年)で換算｡51) Bundesministrlu
m furlnnerdeutsche Bezlehungen(Hrsg.),Zahlen









もDDRを ｢外国｣ と見倣さず,よってDI)Rとの取引を ｢貿














収支から除外することは経済 ｢技術上｣からも不可能であった｡52) SED第十回党大会 (1981年4月11-16日)｡｢経済の
決定的 に重要 な部甘 鉄鋼業の強化｣(NeuerWeg,36,Jg1981,Nr9,S.326),第十回党大会以来,鉄
鋼業の目標は量の増人ではなく質の向上となった｡｢原材
料の高度な加二†二によって輸出を増大し外貨を獲得 しなければなら いO｣ ((iunter
Mitag,K,mbl71uletmKamjj〟mdlt,D〟'rhjlJh7川gdt･/-('k,"t(
,mtJCht,′JSll-ategIt,dt,LtlXPu7-lt･ZLugt,





























金 rDraht)製造 丁場 (1981年),UnterweHenbom の




















































































































れ た｡ そ し て, EisenhtitenkombinatMax
(Unterwelenbom)では戦前からの4基の旧式の
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62) NeueHute,1958,Jg.3,Nr 5,Berlin (Ost),S.
294-300.,Sauberlich,K.und Lux,H.J.,"Unter-
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